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(a) 皮下微小還流システムの構成            (b)使用のイメージ 






























(a) 断面構造図              (b) 作製した流路の断面 






























(a) 電気分解によるポンプの構造と原理        (b) ハイドロゲルを用いたポンプ 
図 3. ポンプ部の構造と作製結果 
 
第５章 センサ部の作製と評価 
 回収した物質濃度を計測するセンサ部として、電気化学的センサである酵素電極センサ（図 4 (a)）







































(c) 作製した酵素電極センサ        (d) 作製した光学的センサのX線CT 
図 4. センサ部の構造と作製結果 
 
第６章 結論 
 以上を総括し結論を述べた。本研究では皮下微小還流を用いた皮膚貼り付け型生体成分センサの皮
下刺入針、ポンプ部、センサ部の作製・評価を行った。それぞれの要素について、作製と評価を行い、
本システムに有用であることを確認した。今後はこれらの要素を組み合わせ、電源部を含めた小型化
を行い、ウェアラブルなシステムとすることが求められる。高齢化が進み、健康的な生活を長期間行
うことに注目が集まっている中で、将来、本研究で提案したシステムがヘルスケア分野において貢献
できることを期待する。 
